
OPECプラス大規模減産で急伸
NY原油先物相場は、1バレル＝90ドル台前半まで急伸する展開になった。9月は需要不安とドル高を背

景に一時76.25ドルまで値下がりしていたが、月末の79.49ドルに対して10月7日高値は93.31ドルに達

した。10月5日に石油輸出国機構（OPEC）プラス会合が開催されたが、11月の生産枠を8月比で日量

200万バレル引き下げることが決定された。これを受けて、国際原油需給のひっ迫見通しを織り込む動

きが優勢になり、大きく値上がりした。

日量200万バレルは世界石油需要の約2%に相当する規模であり、国際原油需給見通しに大きな修正を

迫り得る数値になっている。実際の産油量ではなく生産枠をベースにしているため、実際の減産幅は

「日量100万～110万バレル」（サウジアラビアのアブドルアジズ・エネルギー相）程度に留まるとの

見方が強いが、それでも極めて大きな規模であることは間違いない。今後は冬の需要期に向かう一方、

12月には欧州連合（EU）のロシア産石油禁輸措置も発動することになり、需給ひっ迫が警戒された。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（9月30日時点）は、原油が前週比136万バレル減、ガソリ

ンが473万バレル減、石油精製品が344万バレル減となった。
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【現状確認】
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OPECプラスの大規模減産決定で、価格は上振れ傾向に
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【展望】

OPECプラスの大規模減産決定を受けて、原油相場の地合は

強気に傾いている。日量200万バレルの減産合意が実行され

ると、年末に向けて改めて需給ひっ迫傾向が強まる見通し。

実際にどの程度の減産量を確保できるのかは不透明感もある

が、少なくともサウジアラビアやUAEなど主要産油国は減産

対応を本格化させることになる。90ドル台定着から更に上値

切り上げが打診され易い。100ドルの節目まで上値抵抗は切

り上がる。

加えて、西側諸国がロシア産石油価格の上限設定を巡る動き

を本格化させていることも、原油相場を不安定化させる。一

定価格以上のロシア産石油の取引や輸送、保険などを制限す

る制裁になるが、ロシアは自国産石油に対する需要が落ち込

めば、減産を行うと警告している。仮にロシアがOPECプラ

ス合意とは関係なく減産に踏み切ると、EUのロシア産石油禁

輸措置の発動を待たずに、国際原油需給が強力に引き締まる

可能性がある。

米政府はこうしたOPECプラスの動向に強い不満を示してお

り、戦略石油備蓄（SPR）放出も含めた対抗策の検討を行っ

ていることを明らかにしている。ただ、これまでの原油高、

需給ひっ迫でSPRは既に大規模な取り崩しが行われており、

更にSPR放出が可能なのか、妥当なのかについては議論があ

る。

一方、10月13日には9月米消費者物価指数が発表される。こ

こでインフレ警戒感が蒸し返されると、米長期金利上昇、ド

ル高、株安といった外部環境が上値を圧迫するリスクがある。

また、10月16日から中国共産党大会が始まるため、中国経済

動向を巡る思惑もイベントリスクになる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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